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車座に座っておしゃべりしながら
にぎやかに作業は進みます

「浮いたらゆで上がりよ」。食べる
分はきなこ味に仕上げます

除雪のおかげで
通路も安全に

温かな交流のひととき。立派な
出来映えに満足げな園児たち

「また元気で会いましょう」笑顔の集合写真

荻窪姉妹の演奏に合わせ全国各
地の民謡を口ずさみました
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伊達東応急仮設住宅

飯舘村文化
財愛好会

山下琢斗さん
（小学６年生）

菅野軍治さん
（比曽）

吉倉公務
員宿舎南向台自治会

松川第二応
急仮設住宅
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　川俣方部を中心に借り上げ住宅
の皆さんが２か月に１度集まる

「しあわせカフェ川俣」。今回は佐
藤貞勝さん（前田）と佐藤義清さ
ん（前田）を講師に、しめ縄作り
を教わりました。藁をなうのが初
めてという人たちも、互いの手元
を見合っては「いやあ器用だなあ」

「あなたのは豪快だね～」などと
楽しそう。アドバイスをもらいな
がら、新年に願いをこめ、それぞ
れのしめ縄を仕上げました。

　宿舎前の広場で、餅つき会を開き
ました。恒例となったこの会は、富
山県の浄土真宗本願寺派高岡教区の
支援によるもの。支援の皆さんと住
民が交互に餅をつき、つきたてをき
なこ餅やあんこ餅に仕上げました。
また、熱々のうどんやおこわも振る
舞われ、皆でにぎやかにいただきま
した。避難から間もなく５年。大き
な家族のように近しく声を掛け合う
ようすも印象的でした。

　仮設住宅に隣接する伊達東地区交
流館で新年会を開き、だんごさしや
餅つきを行いました。会には恒例で
伊達市と村、双方の社会福祉協議会
や伊達警察署、支援くださるNTT
労働組合の皆さんなどを招待。作り
立てのつゆ餅、じゅうねん餅などを、
和やかに味わいました。また、民謡
ユニット「荻窪姉妹」がミニコンサ
ート「民謡歌って日本一周」を開き、
会場も一つになって歌や踊りを楽し
みました。

玉すだれ体験コーナー

　南向台ふれあいセンターを会場
に、自治会懇談会に合わせて、新
年会を開きました。懇談会で悩み
や課題を話し合った皆さんは、晴
れやかな表情で新年会をスタート。
笑顔で乾杯し、テーブルごとに会
話の花を咲かせました。また、ス
ペシャルゲストとして登場した山
田郁子さん（伊丹沢）が、口上も
なめらかに南京玉すだれを披露。
ゲームの進行なども行い、会場を
大いにわかせました。

　雪の朝早く、重機に乗って敷地
内の除雪をするのは、住民の菅野
軍治さん。通路や駐車場、集会所
周りなどを丁寧に片付けていきま
す。さらには駐車場の出口にある
郵便局や、買い物・散歩で使う道
路脇の歩道まで。一昨年の大雪を
経験して、昨冬この重機を購入し
たそう。住民の皆さんが「本当に
助かっていて、雪が降っても安心
していられるんです」と教えてく
れました。

しあわせカフェ川俣大おばあちゃんの
代理で来たけれど
楽しかった。明るい
年になるよう、しめ
縄は家に飾ります
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年を取った人
たちに無理を
させてはいけ
ないと思って
やっているだ
けさ
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　今年も草野・飯樋幼稚園のだん
ごさしに、会の有志が訪れました。
準備を整え、園児たちが丸めただ
んごを鍋でゆでていきます。ミズ
キの枝に刺す時も、やさしく手を
貸しながら。そうして完成した美
しいだんごさしを前に、手作りだ
んごを味わいます。園児たちは

「（祖父母の畑で）野菜がいっぱい
採れますように」など願い事の発
表も。会の皆さんは、笑顔をほこ
ろばせて聞いていました。

会の準備も皆で和
気あいあいと分担
しながらできるから、
うんと楽しいよね


